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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ。はじめに

　近年の砂防に対する社会的要請は多様で，土砂害を防止するというだけでなく，同時に景観およ

び環境の保全を考慮した対応が迫られている。これまでの初めに砂防施設ありきという考え方は通

用せず，砂防施設はその必要性の検討から始められ，つぎに施設の機能との関連で配置が決められ

るという手順が要請されている。したがって，砂防施設の機能は，これまで以上に明確に説明され

るものでなげればならない。

　砂防ダムは土砂制御のための最も強力な施設であり，土砂調節効果としてその機能の一つが評価

されている。しかし，この効果は砂防計画上便宜的に取り扱われ,てきた煩向かあり，必ずしも明確

ではない。すなわち，この効果は，砂防ダム上流の洪水勾配と安定勾配を便って説明されてい

る1）が，洪水勾配あるいは安定勾配とは何か，またそれらがどのように形成されるかが，必ずし
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も明確になっているわけではない。そこで，本研究では砂防ダムの土砂調節効果を明確に評価する

ための第一歩として，混合砂磯波送下での砂防ダム上流の縦断勾配の形成と変形を水路実験を通し

て究明することにした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿。目　　　的

　著者らは，この]LO数年間大井川上流の東河内川を実験渓流に定め，現地観測によってそこでの土

砂流送の実態および土砂流送と砂防ダム上・下流の縦断勾配形成との関係について究明してきてい

る2)･3)･4)。しかし，実験渓流では洪水時の諸種の条件を制御することは不可能であり，現象を反

復することも困難である。したがって，実際渓流の調査のみで現象を解析し解明していくことには

明らかに限界がある。ここに，実際渓流の土砂流送実態を認識した上での地形実験5)の必要性が

ある。本研究における水路実験は，この地形実験であって，現象の部分的動態の再現によって法則

性を引き出し，現象の本質に迫ろうとする実験である。したがって，水理学の理論を検証するため

の実験や現実の忠実な再現をねらった水煙模型実験とは趣を異にする。

　以上のような認識のもと東河内川を想定し実験を行った。具体的には，流域面積が10 km^ 程度，

渓床勾配が1 /10～][/20にある砂防ダム地点上流区間を想定し，そこでの数十年確率洪水時の土砂

流送を想定した。この想定のもとで，供給土砂の量，粒径および混合比が砂防ダム上流の縦断勾配

形成とどのように関係しているか，また，既に形成されている縦断勾配が清水流の流下および含砂

　(榛)流の流下によってどのように変形するかを検討し，これによって，砂防ダムの土砂調節効果

を的確に評価するための基礎的情報を得ることを目的とした。

ｍ。方 法

｜。実験装置

　実験水路は上流端に整渡部を持つ幅20 cm, 長さ５ｍ，深さ23cm の木製水路で下流端から10 cm

の位置に高さ５ｃｍの堰が設置されている（図一１）。水路の側壁は水と砂諦の流送状況を見ること

が出来るように一部アクリル板製となっている。水路を流れた水と砂諦は沈妙槽で水と妙諦に分離

され，水は貯水槽を経て給水ポンプにより高水槽に吸い上げられる。吸い上げられた水は給水バル

ブの開度によって制御され，三角堰をもつ量水槽に流れ込み流量をチェックされたあと，再び水路

を循環する。

　給妙は長さ1.5 m,幅Ｏ｡３ｍのベルトコンベアーで行われ，給砂量はその上に載せる妙諦量とそ

の運転速度によって制御された。給砂地点は水路下流端から４ｍの地点である。

２。実験条件

　東河内川における砂防ダム地点（流域面積が10 km2 程度，渓床勾配が1 /10～1 /20）の数十年
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砂防ダム上流の縦断勾配の形成と変形に関する実験（具板）

図一１　実験水路の概要

確率洪水時の土砂流送を想定し，フルード相似(Ｌ,＝100)と流砂の相似6)を考慮して実験条件を

定めた。ここで,Ｌμま実際渓流と実験水路の長さの比であり，また，流砂の相似とは，実際渓流と

実験水路とのうえで掃流力7･ｏと限界掃流力7･ｃの比7･ｏ/ｒｃを同じにすることである。以上から，実

験水路の水路勾配を8.4%[1/]L2)に設定し，1000 ｃ�/sの流量を流した。また，砂諦の供給は，

無供給から最大40 g/s まで段階的に行った(表－２，表－３)。供給砂諦の粒度組成は表－１のよ

うな分級の良い妙諦であり，中央粒径は砂が1 mm,諦が５．２ｍｍである。これらの条件は，実際渓

流に換算すると，勾配8.4％の河床を100 m^/s の洪水が流れ，その中を60～70mmと500mm前後

の諦が運搬されている状況を与えることになる。これは，1982年８月に東河内川中渡部で発生した

約30年確率の洪水時の流れにほぼ相当することになる7)。しかし，この８月の洪水時は，十敷mm

以下の砂諦と敷十～百敷十ｍｍおよび500～1000 mm 程度の疎か流送していたと推定され7)･8)，こ

の実験では十敷ｍｍ以下の流送砂諦の成分が欠けていることになる。また，ほかの粒径成分も実

際の流送妙諦の忠実な再現になっているわけではないが，地形実験としての目的は達成できる。

表－１　実験用妙機の粒度組成
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3.実験の手順と砂磯の流送状況

　実験は二つのケースからなる。一つのケースは供給妙機の量，粒径および混合比の達いが堆積勾

配の形成に及ぼす影響に関する実験である（表－２）。このケースの実験は，堰上流の水路床を空

にしておいて水を流し，そこに砂機を供給する給妙方式の実験である。水路床を流送する砂機は，

堰上流のプール部分に到達すると堆積を開始する。この堆積上面を流送してきた砂機は先端部で崩

落し水中安息角を形成しながら堆積先端部を堰に向かって前進させる。同時に堆積域は水路上流側

へもひろがる。堆積先端部が堰に到達すると妙機は堰の下流に流出する。その後，供給された妙諦

を下流に流送するのにみあった勾配になるまで天端を支点とする回転的堆積(rotational aggrada-

tｉｏｎ）がおこり，堆積域はさらに上流にひろがる。堆積域がある程度ひろがると，堆積の後端およ

びその上流の跳水の位置がほぼ固定してくる。この状態は，上流からの砂機の供給量と堰下流への

流出量がほぼみあう動的平衡状態が出現したためと考えられるので，この時点で給水・給砂を停止

し各種測定を実施した。機で供給量の多い場合は，上流に遡上した跳水の位置が下流に移動し，そ

の後また遡上するということを繰り返しある幅で変動した。跳水の位置が盛んに上流に遡上してい

る時は，堰下流への機の流出が極端に少なくなっていた。遂にその位置が下流に移動する時は，流

れが集中し反砂埃が形成され機は急激に再移動し一部水路床を露出させた。この状態がある程度続

いた後，跳水の位置が一時的に安定するので，この場合はこの時に給水・給砂を停止し，各種測定

を実施した。

　もう一つのケースは，堰上流に既に形成されている堆積地に妙あるいは機を供給した場合に堆積

地の勾配がどのように変化するかをみる実験である（表－３）。前記のケースと同じ手順で平衡状

態を出現させ，その後に妙あるいは機を供給した場合の堆積勾配の変化を調べた。このケースでも

前記ケースの実験と同様，堆積域上流の跳水の位置がほぼ固定した時点で給水あるいは給砂を停止

し，各種測定を実施した。

　いずれのケースについても，給水・給砂停止後に，堆積勾配および形状の把握のために，堰から

上流に20 cm ごと（必要に応じては10 cm ごと）の横断形をポイントゲージで測定した。また，堆

積部の妙機の分布状況をスケッチするとともに写真撮影をおこなった。一部の実験では堆積妙諦お

よび堰からの流出砂機の量を測定した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ。結果および考察

１．供給砂磯の量，粒径および混合比と縦断勾配の形成

　喪－２にケース][の実験結果を示す。喪中の平均堆積勾配は最小自乗法で定めた堆積地の平均河

床高の勾配線であり，平均河床高は堆積の断面積を堆積幅で除して求めた。図一２にこの勾配線と

堆積の最大高と最小高を示す。砂の流送実験では，最大高および最小高はこの勾配線の近傍に位置

するが，諦の流送実験ではこれらは大きく離れる。また，混合妙諦の流送実験でも砂の供給量が多

い場合は，最大高および最小高は勾配線の近傍に位置するが諦の供給量が多くなると離れるように
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　　砂防ダム上流の縦断勾配の形成と変形に関する実験（箕板）

表－２　ケース１（縦断勾配の形成に関する実験）の結果

土砂濃度
(重量％)

実験ＲＵＮ名 流　量
(cm3/s)

給砂量(g/s) 平均堆積
勾配（％）

堆積長
(cm)砂 疎

単

一

粒

径

Ｏ｡５

　１

　２

　４

Ｓ０５

Ｓ]Ｌ

Ｓ２

Ｓ４

1000

1000

1000

1000

　5

]10

20

40

０

０

０

０

1.25

1.42

2.58

4.11

　50

　58

　72

103

０．５

　１

　２

Ｇ０５

Gl

Ｇ２

]L000

1000

1000

０

０

０

　5

10

20

6.19

6.97

7.10

172

200

312

混

合
粒
径

１．５

　２

　２

　３

S05G1

ＳＩＧ][ａ

SlGlb

Ｓ２Ｇ]Ｌ

]L000

1000

1000

1000

　5

][0

10

20

]10

10

]LO

10

5.00

3.63

3.63

3.50

120

　86

　92

　95

注)水路勾配は8.4%

なる。前章で述べたように堆積域上流の跳水の位置はある幅で変動するが，跳水が下流に移動する

際は疎の移動が盛んになり，洲が形成されるとともに流水は集中し洲を取り残す形で疎をさらに下

流に流送するようになる。この取り残された洲が堆積の最大高となって残される。最大高および最

小高が平均河床高の勾配線から大きく離れるのぱ，疎ではその流送が連続的に行われにくいという

ことの反映とみることが出来る。

　図一３は土砂濃度(重量濃度；％)と平均河床高の勾配との関係を示したものである。砂でも疎

でも単一粒径の粒子が流送される場合は，土砂濃度が高いほど堰上流の堆積勾配が大きくなること

を示している。また，同じ土砂濃度では疎は砂の場合の数倍以上の堆積勾配をとり，大粒径の粒子

ほど大きな堆積勾配を形成することを示している。このことは，ほぼ均一な土砂が放送される場合

は，砂防ダム上流の堆積勾配は上流からの供給土砂量に比例して大きくなること，また，供給土砂

量が同じであれば，流送砂疎の粒径が大きいほど砂防ダム上流には大きな堆積勾配が形成されるこ

とを意味している。

　以上のように単一粒径粒子の場合は，土砂濃度と堆積勾配あるいは粒径と堆積勾配との関係は単

純であるが，砂疎か混合するとこれらの関係は，図一３のMl, M2, M3に示すように単純ではな

くなる。すなわち，土砂濃度が１％の疎の流れに供給レートが5 g/s の砂を加え土砂濃度が1.5％

　(疎に対する砂の混合比率は33％)になるようにすると，濃度が0.5％増加したにもかかわらず堆

積勾配は約７％から約５％に減少する(MI)。つぎに砂の供給レートを]10 g/s とし土砂濃度を２％

　(混合比率は50％)にすると，濃度は増加するが堆積勾配は約3.6％といっそう減少する(M2)。

さらに砂の供給レートを増して15 g/s とすると土砂濃度は3％(混合比率が75％)となるが堆積勾

配は約3.5％とやはり減少する(M3)。この土砂濃度の変化に伴う堆積横断形の変化を鳥瞰的に示
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一水路底　＋平均高　り最大高　△最小高

１；濃度２％）と

１；濃度３％）実験による堆積勾配

したのが図一４である。

　このように混合妙諦では単一粒径の場合と連って，土妙濃度だげの条件で砂防ダム上流の堆積勾

配の形成を考えることはできない。この実験では，諦に対する妙の混合割合が堆積勾配の形成に大

きな役割を果たしており，単一粒径の妙の堆積勾配形成に対する役割がその混合比率を増すごとに

顕在化することを示している。もしこの顕在化の程度が単一粒径の砂と諦の混合比率に応じて単純

に決まるとするなら，単一粒径の妙あるいは諦の堆積勾配形成に対する役割を明らかにするだけで

問題は解決する。しかし，今回の実験結果はそのように単純なものではないことを示している。図

一３で土砂濃度と堆積勾配の関係が単一粒径の妙と諦の混合比率に応じて単純に決まる場合を考え

るとそれはM1≒M2≒M3'で表わされることになる。しかし実際はMl, M2, M3とより小さい

堆積勾配となっており,混合比率に応じて単純に足し合わせたという関係にないことを示している。

このM1≒M2≒M3'と実際のMl, M2, M3との堆積勾配の差が，妙と疎か混合することによっ

て生じる混合効果，すなわち減摩効果，突出効果，連行効果9)による妙機の移動性(mobility)の

－]L8]L－
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土砂濃度（重量％）

図一３　土砂濃度と平均河床高の勾配との関係

　　　　S;砂,Ｇ;機

　　　　M1；混合妙機S05G1実験（妙：機＝0.5: 1) M2 ;混合妙機SlGl実験（妙：機ニ１：１）

　　　　Ｍ３；混合妙機S2G1実験（妙：機＝２：１）

　　　　Ｍ１≒Ｍ２≒Ｍ３≒混合妙機の土砂濃度と堆積勾配の関係が単一粒径の砂と機の混合比率に応じ

　　　　て単純に決まるとした場合

増加にょってもたらされたといえ，混合効果が堆積勾配の形成にも大きな役割を果たしている

を示している。

こと

　以上のことは，これまで漠然と上流からの供給土砂量が多ければ，砂防ダム上流には大きな勾配

が形成されると考えられてきた常識を破るものである。と同時に流送土砂の粒度分布，すなわち混

合妙諦の流送についての知見の重要性を示している。これまでの砂防の土砂流送の見方は，単一粒

径で得られた知見をもとに組み立てられてきたが，この実験はこのような見方の限界を示す結果と

なっている。したがって，砂防ダムの土砂調節効果も混合妙諦の流送機構という観点から見直す必

要がある。

２。潰水流の流下による縦断勾配の変形

　ケース１の実験（表－２）で形成された堆積地に流量1000 cm^/s の清水流を流下した際の勾配

の変形および含砂（榛）流を流下した際の変形についての実験結果を示したものが表－３である。

砂の供給によって形成された堆積地に清水流を流下した実験では，絶対値は小さいが勾配の符号が

負になり，逆勾配を示す結果となった。しかし，最大高を結ぶ勾配はＯに近い正の勾配を示してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー］L82-
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ること，堆積長が40cm 以下では勾配を決めるための点が２～３点であることを考えると，この実

験で正道の勾配を議論することは困難で，この結果は清水流の流下により縦断勾配がほぼ平になっ

たと解釈するのが妥当と考える。

　図一５は，既に形成されていた堆積地の勾配が清水流の流下によってどのように変化したかをみ

たものである。単一粒径であるか混合粒径であるかを問わず，砂篠を供給して平衡状態に達した後

に清水流を流下すると堆積勾配は減少する。この勾配の減少は砂磯の供給によって形成された動的

平衡が清水流の流下により静的平衡に移行するためと考えられる。そして，この実験条件下では，

この減少の程度は清水流を流下する前の堆積地が単一粒径の供給で形成されている場合は粒径によ

って，混合粒径の供給で形成されている場合は混合比率によって大きく異なる。すなわち，単一粒

径の疎の供給によって形成された動的平衡勾配は，清水流の流下によって静的平衡勾配に変形され

るが，その差はそれほど大きくない。これに対して砂の供給によって形成された動的平衡勾配は，

清水流の流下によって大きく変形を受け極めて小さな（ほぼ平らな）静的平衡勾配を形成し，その

差は非常に大きくなる。また，磯に対する砂の比率が50％までの混合砂疎の供給によって形成され

た堆積地に清水流を流下させる実験では，動的平衡勾配と静的平衡勾配の差は，単一粒径の疎の供

給によって形成された堆積地に清水流を流下させる実験と同程度で小さい。しかし，砂の比率が67

％の混合砂榛の供給によって形成された堆積地に対する実験になるとその差は一変して，単一粒径

の砂供給によって形成された堆積地に対する実験と同程度となり非常に大きくなる。

　この実験での動的平衡勾配を洪水勾配,静的平衡勾配を安定勾配とみなせば，この実験の結果は，

砂防ダムの土砂調節効果についていくつかの知見を与えることができる。すなわち，上流からの供

表－３　ケース２（縦断勾配の変形に関する実験）の結果

実験ＲＵＮ名
実験前勾配（％）
にの勾配を形成
したＲＵＮ名）

流　量
(cm3/s)

給砂量(g/s) 平均堆積
勾配（％）

堆積長
(cm)砂 疎

給

水

の

み

S05W

SIW

S2W

S4W

]に25(S05)

]に42(SI)

2.58(S2)

4.11(S4)

1000

1000

1000

]L000

０

０

０

０

０

０

０

０

-1.47

－0.70

-1.59

－O｡55

37

35

40

38

G05W

Gl W

G2W

6.]L9(G05)

6.97(G1)

7.]LO(G2)

][000

]L000

1000

０

０

０

０

０

０

5.66

6.20

6.6]L

128

138

115

S05G1W

Ｓ]IGlaW

S2G1W

5.00(S05G]L)

3.63(SlGla)

3.50(S2G]L)

1000

1000

1000

０

０

０

０

０

０

4.]L8

3.35

0.48

88

73

56

給
砂
Ｓ]LGlcWS

S 1 G1 dWG

2.68(S]LG]LCW)

2.83(SlGldW)

1000

1000

10

　0

　０

][０

2.6]L

6.30

　73

167

注)水路勾配は8.4%

－184 －
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清水流流下前の堆積勾配をつくつた供給砂篠の土砂濃度（％）

図一５　清水流の流下による縦断勾配の変形

　　　　○；清水流流下前の堆積勾配（砂の単一粒径；S 05, SI, S2, S4実験による）と清水流流下後の

　　　　　　堆積勾配（Ａ）

　　　　参；清水流流下前の堆積勾配（篠の単一粒径; G05, Gl, G2実験による）と清水流流下後の堆

　　　　　　積勾配（Ａ）

　　　　△；清水流流下前の堆積勾配（混合砂篠; S05G1実験による）と清水流流下後の堆積勾配（Ａ）

　　　　�；清水流流下前の堆積勾配（混合砂榛; SlGl実験による）と清水流流下後の堆積勾配（Ａ）

　　　　Ｖ；清水流流下前の堆積勾配（混合砂篠; S2G1実験による）と清水流流下後の堆積勾配（Ａ）

給土砂量がほぼ同じで，流送される土砂の粒径がほぼ均一な洪水で砂防ダム上流の堆積地が形成さ

れた場合を想定すると，その後の清水流の流下に対しては，堆積土砂粒子が/」ヽさいほど安定勾配は

小さく土砂調節効果は大きいということになる。これに対してほかの条件は同じで混合妙機が流送

される洪水で堆積地が形成された場合を想定すると，堆積土砂における細粒な粒子の混合割合があ

る程度以上になると急激に安定勾配が小さくなり，土砂調節効果は急激に大きくなるということに

なる。以上のように上流から供給される土砂量は同じ（流量も同じ）であって払土砂の質，すな

わち，単一粒径の土砂か，混合粒径の土砂か，粒径の大きさは，混合割合は，等によって土砂調節

効果は大きく変化する。このことは，砂防ダムの土砂調節効果を考えるうえで，これまであまり注

意されていなかった供給土砂の質を考えることがいかに重要かを示している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－185 －



一水路底　＋平均高　ｏ最大高　△最小高 一水路底　＋平均高　ｏ最大高　△最小高

図一６ａ　含砂流の流下による縦断勾配の変形

　　　　　Ａ１；含砂流流下前の堆積勾配（土砂濃度２％（砂：篠＝１：１）の混合砂碑を給砂し平衡に達し

　　　　　　　たあと清水流を流下して形成された勾配（SIGlcW）実験）

　　　　　Ａ２；Ａ１に土砂濃度１％の単一粒径の砂を供給した時に形成された勾配(S1 G1 cWS実験）
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S　　4e　　69　　89　　1－　120　149　169　18e　2ffi
　　　　　　　　　　　　　　　　　距離cm

　　　　一水路底　＋平均高　ｏ最大高　△最小高

図一６ｂ　含傍流の流下による縦断勾配の変形

　　　　　Ｂ１；含榛流流下前の堆積勾配(土砂濃度２％(砂：榛＝１：Ｏの混合砂篠を給砂し平衡に達し

　　　　　　　たあと清水流を流下して形成された勾配(ＳＩＧｌｄＷ)実験)

　　　　　Ｂ２；Ｂ１に土砂濃度１％の単一粒径の磯を供給した時に形成された勾配(S 1 G1 dWS実験)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－186 －

Ｓ
　
　
2
5
　
　
S
　
　
1
5
　
　
徊
　
　
５

　
　
　
　
　
　
５
如
曜

５

ｅ

Ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑大演報第９号’93

3.含砂（磯）流の流下による縦断勾配の変形

　図一６は土砂濃度２％の混合妙機（砂：機＝１：１）の供給により動的平衡勾配をつくった後清

水流を流下させ静的平衡勾配をつくり，そこに土砂濃度が１％の含砂流あるいは含磯波を流下し，

この時に形成された勾配を示したものである。含妙（機）流を流す前の堆積地の勾配と比較してみ

ると興味深い結果が得られる。土砂濃度１％の含砂流の流下では，砂が供給されるにもかかわらず

その形成勾配は2.6％ともとの堆積地の勾配とほぼ等しい。これに対して，土砂濃度１％の含機流

ではその形成勾配は6.3％ともとの堆積地の勾配の２倍以上になっている。この実験結果は，砂防

ダム上流の勾配の変形に対して重要な視点を与えている。すなわち，もともと形成されている砂防

ダム上流の堆積地勾配の土砂の供給による変形は，供給土妙量だげでは予測できず，どのような大

ａ
　
2
5
　
ｓ
　
1
5
　
C
9

　
　
　
　
　
　
B
I
O
　
＄
Ｓ
!

５

ｅ

29　　4e　　69

３
　
　
2
5

Ｓ
　
　
1
5

　
S
如
耀

19

5

S



　　　　　　　　　　　砂防ダム上流の縦断勾配の形成と変形に関する実験（慨板）

きさの粒子が供給されるかに大きく依存することを示している。ここでもまた，供給される土砂の

質がいかに重要かを示している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ。おわりに

　今回の実験結果の解析は主として平均河床高の勾配を中心としたものであり，今後は最大高，最

小高などの平均河床高のまわりの変動を含めた解析が必要になろう。しかし,供給される砂篠の量，

粒径，混合比の達いが堰上流の堆積地の勾配の形成に，あるいはその変形に及ぼす影響についての

主要部分は，今回ほぼ明らかになったと考える。すなわち，混合砂篠では単一粒径の粒子のように

供給される土砂濃度が高くなれば堰上流の堆積勾配が大きくなるという単純な関係になく，混合砂

篠の篠に対する砂の混合比率がその移動性を変化させ，これが堆積勾配決定に大きな役割を果たし

ている。

　今回の実験における動的平衡勾配を洪水勾配として，また静的平衡勾配を安定勾配とみなして砂

防ダムの土砂調節効果を検討すると，供給される土砂の量だけでなく土砂の質，すなわち，単一粒

径の土砂か，混合粒径の土砂か，粒径の大きさは，混合割合は，等が重要であることが指摘された。

さらに，堰上流に既に形成されている堆積地に対する含砂（篠）流の流下による縦断勾配の変化に

関する実験によっても供給土砂の質の重要性が指摘された。

　これまで砂防ダムの土砂調節効果を考えるうえで，供給される土砂の質については余り注意が払

われてこなかった。しかし，この研究によって，供給土砂の量だけでなく質を考えることがいかに

重要であるかが明らかになった。そして，土砂の質を考えるとは，結局は大小の粒子が混合して流

送されるときにどのようなことが起こっているのかを明らかにすることであり，これによってはじ

めて勾配がどのように形成され，また変形されるかが明らかになる。この意味で，砂防ダムの土砂

調節効果の検討にまず必要なことは，混合妙諦の流送機構に対する理解を深めることであるという

結論に到達する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Suimiiary

　　Now, in Japan, in planning for sediment control, we must pay specical attention to the in-

fluence of check dams on the environment and landscapes. Therefore, it is necessary to fur-

ther clarifythe functions of check dams for coontrol of sediment transportation。Flume ex-

periments on the slope formation and deformation behind ａ check dam were carried out as a

firststep to clarify these functions。

　　As ａ result of flume experiments, it was clarifiedthat the formation of slope behind ａ

check　dam　depended　on　sediment　concentration　when　homogeneous　sediment　was

transported, but that its formation did not depend on it when heterogeneous sediment was

transported. When heterogeneous　sediment was　transported, the　superior　mobility　of it

played an important role in slope formation。Also, it was clarifiedthat the grain size of sup-

plied sediment played an important role in slope deformation。
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　　　　　　　　　　　　　砂防ダム上流の縦断勾配の形成と変形に関する実験（慨板）

　　Therefore, we cannot solve the problem regarding the function of sediment control of ａ

check dam without understanding of the characteristicsof heterogeneous sediment during

transportation.
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